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最
近
連
日
の
よ
う
に
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
で
の
子
ど
も

の
死
亡
事
故
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

事
故
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
各
方
面
か
ら
指
摘
さ



れ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
の
実
態
そ
の
も

の
が
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
阻
む
、

即
ち
子
ど
も
の
人
権
（
発
達
、
成
長
権
）
の
侵
害
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
劣
悪
な
設
備
と
運
営
方
法
に

あ
る
こ
と
に
問
題
の
根
源
が
あ
る
。

児
童
憲
章
で
は
「
す
べ
て
の
児
童
は
心
身
と
も
に

健
や
か
に
生
ま
れ
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ

れ
る
」
と
謳
わ
れ
、
憲
法
二
五
条
を
う
け
て
、
児
童

福
祉
法
で
は
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の

保
護
者
と
と
も
に
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

成
す
る
責
任
を
負
う
」
（
二
条
）
と
定
め
て
お
り
、

国
、
地
方
自
治
体
に
は
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
・

発
達
を
保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備
を
な
す
べ
き
義

務
が
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

は
、
国
連
の
児
童
の
権
利
宣
言
、
国
際
人
権
規
約
に

お
い
て
も
明
記
さ
れ
国
際
的
常
識
と
も
な
っ
て
い

る
。ベ

ビ
ー
ホ
テ
ル
の
現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
右

の
よ
う
な
国
、
地
方
自
治
体
の
義
務
違
反
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
厚
生
省
は
、
従
来
、
一
貫
し
て
、
家

庭
保
育
中
心
思
想
か
ら
ぬ
け
き
れ
ず
、
働
く
婦
人
の

実
態
と
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
、
産
休
あ
け
保
育
、
長
時

間
保
育
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
六
〇
年
代
に
働
く
婦
人
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る

一
方
で
、
深
刻
な
保
育
所
不
足
、
産
休
あ
け
保
育

所
、
長
時
間
保
育
所
が
な
い
現
実
の
中
で
、
働
く
父

母
た
ち
は
、
自
ら
の
力
で
、
産
休
あ
け
保
育
、
長
時

間
保
育
を
保
障
す
る
無
認
可
の
共
同
保
育
所
を
地
域

に
つ
く
り
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
行
政
側
は
、

自
ら
の
保
育
行
政
の
怠
慢
を
、
無
認
可
保
育
所
に
肩

代
り
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。将

来
的
に
は
、
産
休
の
延
長
（
少
な
く
と
も
産
前

産
後
各
八
週
間
）
、
自
由
選
択
制
、
有
給
、
原
職
復

帰
を
保
障
し
た
育
児
休
業
制
度
の
確
立
、
育
児
時
間

の
延
長
（
少
な
く
と
も
一
日
九
〇
分
）
が
必
要
と
な

ろ
う
が
、
現
実
に
産
休
あ
け
か
ら
働
き
続
け
た
い
、

正
規
の
勤
務
時
間
ま
で
働
き
た
い
と
い
う
働
く
婦
人

の
切
実
な
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
働
く
婦
人
の

権
利
を
侵
害
す
る
結
果
に
な
り
、
こ
れ
は
、
未
批
准

で
は
あ
る
が
、
政
府
自
ら
が
署
名
し
た
国
連
の
「
婦

人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
条
約
」
に

も
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
需
要
に
み
あ
っ
た
公
立
、
認
可
保
育
所

の
増
設
、
公
立
、
認
可
保
育
所
で
の
産
休
あ
け
保

育
、
保
育
時
間
の
延
長
、
夜
間
保
育
の
実
施
な
ど
こ

そ
が
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
解
消
の
最
も
重
要
で
か
つ
抜

本
的
な
解
決
策
の
一
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
児
童
福
祉
法
が
保
育
所
設
置
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
必
要
と
し
た
の
は
、

子
ど
も
の
福
祉
や
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
最
低
基
準
を
も
う
け
、
設
備
や
運
営
方
法

が
適
切
か
ど
う
か
を
あ
ら
か
じ
め
審
査
す
る
趣
旨
で

あ
る
。
そ
の
趣
旨
か
ら
い
え
ば
、
本
来
無
認
可
の
保

育
所
は
認
め
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
将
来
的
に

は
、
そ
の
方
向
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保

育
所
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
三
〇
人
以
上
の
も
の
で

な
け
れ
ば
認
可
し
な
い
と
す
る
硬
直
し
た
保
育
行
政

と
、
前
述
の
保
育
所
不
足
、
産
休
あ
け
、
長
時
間
保

育
不
実
施
等
の
怠
慢
行
政
と
が
、
無
認
可
保
育
所
を

黙
認
し
、
そ
の
結
果
が
今
日
の
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
の
野

放
し
状
態
を
許
し
て
き
た
と
い
え
る
。

児
童
福
祉
法
の
精
神
か
ら
い
っ
て
、
無
認
可
保
育

所
や
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
も
、
行
政
庁
の
調

査
監
督
が
及
ば
な
け
れ
ば
、
国
、
地
方
自
治
体
は
、

子
ど
も
に
対
す
る
健
全
育
成
義
務
を
果
し
た
と
は
い

え
な
い
。
そ
の
点
で
、
厚
生
省
、
東
京
都
が
今
回
ベ

ビ
ー
ホ
テ
ル
の
実
態
調
査
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

自
由
法
曹
団
は
、
人
権
擁
護
の
旗
の
下
に
結
集
し

て
い
る
法
律
家
の
団
体
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
人
権

と
、
働
く
婦
人
の
権
利
を
守
る
立
場
か
ら
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

記

一
、
需
要
に
み
あ
っ
た
公
立
、
認
可
保
育
所
の
増
設



一
、
公
立
、
認
可
保
育
所
で
の
、
産
休
あ
け
保
育
、

保
育
時
間
の
延
長
、
夜
間
保
育
の
実
施
、
そ
の
た
め

に
施
設
の
充
実
改
善
、
保
母
の
数
を
大
巾
に
増
や
す

こ
と

一
、
将
来
的
に
は
認
可
保
育
所
を
原
則
と
し
て
、
無

認
可
保
育
所
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
を
解
消
す
る
こ
と
、

た
だ
し
暫
定
的
に
は
、
少
な
く
と
も
都
道
府
県
知
事

へ
の
届
出
を
義
務
づ
け
、
そ
の
上
で
、
調
査
、
監
督

を
な
す
こ
と
。
そ
の
際
、
単
に
安
全
衛
生
、
事
故
防

止
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
発
達
を
保
障
す
る
も
の
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る

こ
と
。
そ
の
上
で
助
成
金
を
出
す
、
な
い
し
は
大
巾

に
増
や
す
こ
と

一
、
現
に
あ
る
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
の
中
で
子
ど
も
の
発

達
上
極
め
て
有
害
と
思
わ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

法
五
八
条
に
よ
り
事
業
停
止
な
い
し
は
閉
鎖
命
令
を

出
す
こ
と

一
、
事
業
停
止
や
、
閉
鎖
命
令
を
出
さ
れ
た
ベ
ビ
ー

ホ
テ
ル
に
入
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
乳
児
院
や
認

可
保
育
所
で
定
員
わ
れ
が
生
じ
て
い
る
保
育
所
へ
優

先
的
に
措
置
す
る
こ
と

一
、
二
四
時
間
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
乳
児
院
を
積
極
的
に
利
用
さ
せ
る
こ
と

一
九
八
一
年
三
月
三
一
日

自
由
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部


